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　本理事会の主な議題は、「諸規程見直しについて」「2020・
2021年度組織体制について」「新事務所候補ニューピア竹芝
の契約不履行について」「会場型講習会開催ガイドライン（新
型コロナウイルス感染対策）」「第36回学術大会2月開催お
よび方法について」「第37回学術大会ポスター案について」
「会誌目次案・Network Now台割案について」「放射線被
ばく相談事業について」「社会活動表彰（江間賞）・学術表彰
（学術奨励賞）について」「入会者・退会者の承認について」
であった。
　「諸規程見直しについて」では、江藤副会長より職務権限
規程、委員会設置および運営に関する規程の改正について提
案された。「2020・2021年度組織体制について」では、執
行部より各委員会や分科会および組織図について示された。
「新事務所候補ニューピア竹芝の契約不履行について」では、
富田副会長より、分析資料に基づき移転先として予定してい
たニューピア竹芝サウスタワーの事務所面積および賃料につ
いて再考し、必要最低限の仕様とすべく本契約を反故にする
ことが述べられ、新事務所の選定方針は新事務所移転実行委
員会に任せること、引っ越し費用も考慮した業者選択と、公

　2020年7月4日（土）午後1時より、本会事務所において
2020年度第4回理事会が開催された。本理事会では新型コ
ロナウイルスの感染防止対策として、Web会議システムが
併用された。出席者数は25人であり、定款第41条に基づき
本理事会は成立した。
　開催に先立ち、上田会長からあいさつがあった。改選後の
新体制として初の理事会であり、前執行部により検討された
本会としての運営指針が読み上げられた。本会運営指針とし
て①説明責任を推進②透明性を保つ③倫理的な行動を推進
④ステークホルダーの利害の尊重⑤法の支配の尊重⑥国際
行動規範の尊重⑦人権の尊重─が掲げられた。執行部の
目標として①事業の計画的な実施②47都道府県（診療）放
射線技師会との連携強化③技師会活動の可視化④事業コス
トの5%削減⑤Web会議の推進─が掲げられた。事務局
の目標としては①情報共有②新JARTISへのスムーズな移
行③業務の見直し─が掲げられた。新体制においても、
これらの運営指針・目標に沿って進めていく方針であること
が伝えられた。
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　2020年7月4日（土）に開催された2020年度第4回理事会
において、会場型講習会開催ガイドライン（新型コロナウイ
ルス感染対策）が承認された。
　このガイドラインは、「新型コロナウイルス感染症対策の
基本的対処方針」（2020年3月28日（2020年5月25日変更）
新型コロナウイルス感染症対策本部決定）で示されている今
後の持続的な対策を見据え、「新型コロナウイルス感染症対
策の状況分析・提言」（2020年5月14日新型コロナウイル
ス感染症対策専門家会議）を参考に、本会でも感染拡大防止
に向けて慎重に検討・作成された。本会からは7月6日（月）
に次の通り会告を発出している。

1． 本会主催の講習会などは、8月以降は「会場型講習会
開催ガイドライン（新型コロナウイルス感染対策）」
にのっとって感染対策を徹底した上で開催することと
致します。

「会場型講習会開催ガイドライン（新型コロナウイルス感染対策）」
本会主催の講習会などの対応方針について

2． 各地域と共催で開催するフレッシャーズセミナーなど
も同様に、8月以降は「会場型講習会開催ガイドライ
ン（新型コロナウイルス感染対策）」にのっとって感
染対策を徹底した上で開催することと致します。ただ
し、地域差を考慮し、開催の最終判断は各地域と致し
ます。

3． 今後、e-ラーニングも推進致します。

　ガイドラインの内容は、感染防止のための基本的な考え方
や開催者が講じるべき具体的な対策が記載されており、本会
主催の講習会などの対応方針が示されている。講習会の開催
を行う会員の皆さまには本ガイドラインを参考にしていただ
きたい。
　全文は、会誌8月号およびホームページに掲載しているの
で、ぜひご活用いただきたい。

益社団法人としてふさわしい物件の再考を行う方針が示され
た。「第36回学術大会2月開催および方法について」では、
新型コロナウイルスの感染リスクを回避するために、宮城県
放射線技師会から学術大会の中止要請を受けていた件につい
て、本会としてはすでに登録された一般演題を業績として残
していただくため、2021年1月（予定）にWeb開催を行う
（ライブ配信は行わない）ことが提案された。なお、開催期
間は1カ月程度とし、講演・シンポジウム・セミナーは実行
委員会で内容を厳選することも提示された。「放射線被ばく
相談事業について」では、木村専門職より、東日本大震災時
に発生した福島第一原子力発電所の事故以降、国民からの放
射線被ばくに対する不安や疑問に対し、本会で継続してきた
被ばく相談窓口について、電話による相談が1年以上ないた
め、回線を解約しメールでの対応とすること、放射線被ばく
相談員認定者を中心に各都道府県独自に相談事業の実施を依
頼することについて提案された。全ての議題が賛成多数で承
認された。
　報告事項は、「2019年度期末監査報告」「会長・業務執行

理事報告」「会員動向報告」「月次決算報告」「学術教育委員
会報告」「人材育成委員会報告」「入会促進委員会報告」「調
査委員会報告」「診療報酬政策立案委員会報告」「統一講習会
実施運営委員会報告」「第36回日本診療放射線技師学術大会
について」「編集委員会報告」「医療安全対策委員会報告」「臨
床実習指導施設登録報告」「医療被ばく安全管理委員会報告」
「医療被ばく低減施設認定更新報告」「災害対策委員会報告」
「放射線被ばく管理に関する労働安全衛生マネジメントシス
テム導入支援事業」「2020年医療放射線防護連絡協議会報
告」「地域理事報告」「他団体へのJART関係者の派遣につい
て」「緊急的に医療人材の確保を促進する取り組みについて」
「国際委員会報告」「会員情報システム委員会報告」「広報委
員会報告」「新事務所移転実行委員会報告」「委員会報告」で
あった。
　最後に、江田総務理事から今後のスケジュールの確認があ
り、本理事会は終了した。本理事会の詳細な内容は、2020

年度第4回理事会議事録（抄）を参照されたい。

　会誌に掲載する診療放射線技師募集の求人広告を随時受け付けております。申込書ならびに募集要項につきましては、
本会ホームページ（各種様式→その他）よりダウンロードしてご確認ください。
　なお、掲載月の前月5日が掲載申し込みの締め切りとなっております。

JART求人広告掲載について
information
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　2020年6月19日（金）、中澤靖夫前会長ならびに上田克彦
新会長は、これまでの御礼と新会長の就任あいさつに、公明
党診療放射線技師制度に関する議員懇話会会長 石田祝稔衆
議院議員（党政務調査会長）を訪問した。

　また6月23日（火）には、橋本岳厚生労働副大臣（自由民
主党診療放射線技師制度に関する議員懇話会事務局長）を訪
問した。

新旧会長、石田先生、橋本先生を訪問

Radiological Technologists Practitioner
教育検討委員会より

本会の動き

　Radiological Technologists Practitioner教育検討委員会
は、本年度から新たに設置された特別委員会です。目的は診療
放射線技師のプラクティショナー制度とその教育の在り方につ
いて検討することです。アメリカではRadiologist Assistant

とRadiology Practitioner Assistant制度がすでに実施され
ており、Radiologist Assistantについては390人（2019年12

月時点）がAmerican Society of Radiologic Technologists 

（ASRT）の認定を受け、アメリカの医療機関で業務を行ってい

ます。またイギリスではRadiological Practitioner制度が、
オーストラリアではConsultant Practitioner制度がすでに実
施されており、それぞれ認定者を輩出しています。これらプラ
クティショナー制度の設計や目的、教育の在り方などについて
情報収集を行うとともに、実施されている業務や教育内容につ
いて議論し、将来のわが国における診療放射線技師教育の在り
方や方向性について検討していく予定です。

information
本会会誌論文投稿方法が変更になります！
（オンライン投稿システム）
　これまで論文を投稿する際は、本会編集委員会へ郵送していただいておりましたが、2020年11月1日よりオンライン
投稿システムをご利用いただくことが可能となりましたのでご報告致します。ただし、10月31日までの投稿は従来通り
となりますのでご注意ください。
　なお、投稿規程なども改訂致します。改訂次第、ホームページに掲載させていただきます。
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　2020年6月6日（土）に第81回定時総会が開催され、新年度
の執行部体制が決まり始動致しました。昨年度まで人材育成委
員会の中の女性活躍推進班として活動していた班が、本年度よ
り業務改善推進委員会として人材育成委員会の小委員会へ移行
し活動してまいります。
　会員の皆さまには、各地域での業務改善推進委員会の活動を
旧女性活躍推進班同様にご支援いただき、業務上の問題点や改
善点に関するご意見を業務改善推進委員会で集約していきたい
と考えております。診療放射線技師の働く環境の改善について

の取り組みをご支援いただけますようお願い致します。特に本
年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、対面型の研修会
の開催は厳しい状況です。会員の皆さまに向けて、この状況で
今できることを考えて活動していきます。
　なお、業務改善推進委員会は各地域の代表者で構成し活動致
します。地域との連携をこれまで以上に強化し、診療放射線技
師が感謝され、信頼され、満足される職種となるよう取り組ん
でまいります。

　人生において、恩師と言える人は何人くらいいるだろうか。
　自分の人生に影響を与えた人。その人がいなければ今の自分
はなかったと言えるほどの人。そんな恩師に巡り会えることは
まさに奇跡であり、幸運としか言いようがない。
　一方、「恩師」からしてみれば、自分の何気ない言動や思想に、
たまたま不特定多数の誰かが共鳴し、その人の人生が変わるほ
どのインパクトを与え、恩師と言われることもある。また自分
の組織や業界の未来を案じ、後継者として自主的に人材を選定
し支援し育てた結果、その人から恩師と言われることもある。
　明治から昭和初期にかけて医師・官僚・政治家として活躍し
た後藤新平という人がいる。彼は死ぬ間際に「よく聞け。金を
残して死ぬ者は下だ。仕事を残して死ぬ者は中だ。人を残して
死ぬ者は上だ。よく覚えておけ」と遺

のこ

している。言葉通り後藤
新平は多くの実業家を残していて、堤康次郎（西武グループ創
業者）や読売新聞を再建した正力松太郎。さらにもともと医者
であったことから医薬産業に携わる実業家も育て、星一（星製
薬創業者）、津村重舎（現ツムラ創業者）など、他にもそうそ
うたる面々が名を連ねる。

　後藤新平の残した言葉を実践したのが、今年の2月に亡くな
られたプロ野球界の重鎮、野村克也監督である。監督は生前、
野球界の未来のために「人を残す」ことが一番大事であるとい
うことを常日頃言われていたそうだ。晩年は「俺は金しか残せ
なかったなぁ」とぼやいていたそうだが、彼が指導した選手は
指導者としても活躍している。まな弟子の古田をはじめ、現役
の監督では、ヤクルトの高津、日本ハムの栗山、西武の辻、中
日の与田、楽天の三木、阪神の矢野とプロ野球12球団のうち
実に6球団を占め、日本代表監督の稲葉も教え子に当たる。貧
しい中で苦労して育ち、プロ野球界で大成功を収めた野村監督
が、第2の人生に選んだのは「人を残す」ということであった。
　日本の野球界において多大な功績を残された野村監督。プロ
野球だけではなく、社会人やリトルシニアの選手たちも育てて
いる。そんな野村監督の最後の夢は高校野球の監督をして甲子
園に出場することであったらしい。種をまき、人を残した人は、
野球界の裾野を大きく広げ、残された者の恩師として惜しまれ
ながら逝った。
 （文責：茂木大志）

五 感 f i v e  s e n s e sシリーズ・連載
s e r i e s  s e r i a l i z a t i o n人を残 す

informationホームページからでも、書類でも・・・本会への入会は、次のいずれかの方法によりお手続きいただけます。

書類のご提出によるお手続きの場合は「申込書」を本会事務局までご請求ください。
TEL：03-5405-3612　　E-mail：info@jart.or.jp ぜひ周りの非会員の方に、お知らせください。

本会への入会手続きについて（お知らせ）
1 本会ホームページ（http://www.jart.jp）から“新規入会はこちらから”をクリック
2 書類のご提出

女性活躍推進班から業務改善推進委員会へ移行本会の動き
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会　員

理事会運営会議

独立委員会

監事

常設委員会

特別委員会

会長

綱領見直し
委員会

新事務所移転
実行委員会

総務委員会

財務委員会

編集委員会

広報委員会

国際委員会

医療安全対策委員会

入会促進委員会

地域委員会
（全国地域連絡協議会）

倫理委員会

調査委員会

診療報酬政策
立案委員会

医療被ばく
安全管理委員会

定款改正・諸規程
見直し委員会

主任者定期講習
運営委員会

会長

担当副会長
（児玉）

担当副会長
（江藤）

担当副会長
（児玉）

業務執行理事
（中村）

担当副会長
（富田）

業務執行理事
（中村）

Radiological 
Technologists

Practitioner
教育検討委員会

新養成カリキュラム
教育検討委員会

学術大会
実行委員会

統一講習会実施
運営委員会

選挙管理委員会

総会運営委員会

表彰委員会

会計監査人

事務局長

事務局

専門職

事務員

放射線機器管理士
分科会

業務改善推進委員会

教育委員会

認定資格委員会

国際認定資格委員会

放射線管理士分科会

医療画像情報精度
管理士分科会

災害支援認定診療
放射線技師分科会

臨床実習指導教員
分科会

 骨関節撮影分科会

口腔・顎顔面領域
撮影分科会

放射線被ばく
相談員分科会

画像等手術支援分科会

Ai分科会

放射線治療分科会

班
○＝班長

小委員会
○＝委員長・学術大会長

分科会
○＝分科会会長

読影の補助分科会

消化管画像分科会

総　会

 検査説明分科会

災害対策委員会

会員情報
システム委員会

臨床実習指導教育
委員会

診療放射線技師国家
試験問題評価委員会

学術教育委員会

人材育成委員会

医の倫理審査委員会

公益社団法人日本診療放射線技師会 2020年度・2021年度 組織図
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都道府県（診療）放射線技師会会長および事務所一覧

技師会名 会　長 郵便番号 住　所 電話番号
一般社団法人北海道放射線技師会 富田　伸生 064-0823 札幌市中央区北三条西29-3-2 011-643-2713
公益社団法人青森県診療放射線技師会 船水　憲一 030-0803 青森市安方2-17-15-802　ライオンズマンション新町通 017-763-0931
一般社団法人岩手県診療放射線技師会 村上　龍也 028-3603 紫波郡矢巾町西徳田5-20-70 019-698-2155
公益社団法人秋田県診療放射線技師会 豊嶋　英仁 010-1106 秋田市太平山谷字中山谷247-32 018-838-3231
公益社団法人宮城県放射線技師会 立花　茂 983-0824 仙台市宮城野区鶴ケ谷3-4-15 022-388-3777
一般社団法人山形県放射線技師会 佐藤　晴美 990-9585 山形市飯田西2-2-2　山形大学医学部附属病院　放射線部内 023-635-5118
公益社団法人福島県診療放射線技師会 新里　昌一 960-8157 福島市蓬莱町7-13-5 024-529-7238
一般社団法人新潟県診療放射線技師会 小林　功 950-0822 新潟市東区新岡山2-1-18 025-257-2255
一般社団法人栃木県診療放射線技師会 小黒　清 320-0032 宇都宮市昭和1-3-10　栃木県庁舎西別館4F　404号室 028-625-7979
公益社団法人茨城県診療放射線技師会 川又　誠 310-0851 水戸市千波町1918　茨城県総合福祉会館5F 029-243-6747
一般社団法人群馬県診療放射線技師会 後閑　隆之 371-0022 前橋市千代田町1-7-4　群馬メディカルセンター本館5F 080-8709-5978（技師会携帯）
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会 田中　宏 331-0812 さいたま市北区宮原町2-51-39 048-664-2728
一般社団法人千葉県診療放射線技師会 滝口　裕 260-0843 千葉市中央区末広3-24-9　セザール蘇我102 043-264-9101
公益社団法人東京都診療放射線技師会 篠原　健一 116-0013 荒川区西日暮里2-22-1　ステーションプラザタワー505号室 03-3806-7724
公益社団法人神奈川県放射線技師会 大内　幸敏 231-0033 横浜市中区長者町4-9-8　ストーク伊勢佐木一番館501 045-681-7573
一般社団法人山梨県診療放射線技師会 宮﨑　旨俊 400-0035 甲府市飯田2-19-7 055-235-7553
一般社団法人長野県診療放射線技師会 大塚　亨 390-0847 松本市笹部1-3-7　GBオフィス102号 0263-87-7778

（事務所電話ボイスワープで会長へ転送）
公益社団法人石川県診療放射線技師会 森下　毅 926-8605 七尾市富岡町94 0767-52-3211
公益社団法人富山県診療放射線技師会 石浦　幸成 930-0115 富山市茶屋町225-2 076-429-7575（会長勤務先）
公益社団法人福井県診療放射線技師会 山崎　厳 910-0851 福井市米松1-16-31　NTビル2F 0776-57-0696
公益社団法人静岡県放射線技師会 山本　英雄 420-0064 静岡市葵区本通1-3-5　フェリス本通202 054-251-5954
公益社団法人愛知県診療放射線技師会 中村　勝 467-0807 名古屋市瑞穂区駒場町5-12-5　ハイライズ瑞穂2-C 052-851-5571
公益社団法人岐阜県診療放射線技師会 小野木　満照 500-8384 岐阜市薮田南3-5-23-503 058-272-0082（TEL/FAX）
一般社団法人三重県診療放射線技師会 界外　忠之 514-0004 津市栄町3-269　富士屋ビル2F 059-225-1491
公益社団法人滋賀県放射線技師会 古山　忠宏 520-8511 大津市長等1-1-35　大津赤十字病院　放射線部内 077-522-4131（内線2203）
公益社団法人京都府放射線技師会 河本　勲則 604-8472 京都市中京区西ノ京北壺井町88-1　二条プラザ1F 075-802-0082
公益社団法人奈良県放射線技師会 髙谷　英明 636-0302 磯城郡田原本町宮古404-7　奈良県健康づくりセンター内 0744-34-1121
一般社団法人和歌山県放射線技師会 川合　久之 640-8558 和歌山市小松原通4-20　

日本赤十字社和歌山医療センター　放射線診断科部内
073-422-4171（内線1453）

公益社団法人大阪府診療放射線技師会 田中　貫志 543-0018 大阪市天王寺区空清町8-33　大阪府医師協同組合東館5F 06-6765-0301
公益社団法人兵庫県放射線技師会 後藤　吉弘 650-0022 神戸市中央区元町通5-2-3-1011 078-351-5172
公益社団法人岡山県診療放射線技師会 大野　誠一郎 700-0867 岡山市北区岡町16-10-201 086-235-1313
公益社団法人広島県診療放射線技師会 木口　雅夫 732-0826 広島市南区松川町1-15　ポエム松川303 082-263-7753
一般社団法人鳥取県診療放射線技師会 岡村　章仁 680-0901 鳥取市江津730　鳥取県立中央病院　中央放射線室内 0857-26-2271
一般社団法人島根県診療放射線技師会 山田　正雄 690-0332 松江市鹿島町佐陀本郷133-2 0852-33-7251
一般社団法人山口県診療放射線技師会 三輪　光良 753-0814 山口市吉敷下東3-1-1　山口県総合保健会館3F 083-923-1120
一般社団法人徳島県診療放射線技師会 藤原　良介 770-0855 徳島市新蔵町3-80　

徳島県東部保健福祉局　徳島保健所　疾病対策担当
088-602-8907

一般社団法人香川県診療放射線技師会 門田　敏秀 760-0080 高松市木太町2367-1 087-862-2626
公益社団法人愛媛県診療放射線技師会 水口　司 790-0825 松山市道後樋又8-29　メゾンド・ルー道後樋又403号 089-989-4941
公益社団法人高知県診療放射線技師会 巴　昭彦 780-0850 高知市丸の内1-7-45　高知市総合あんしんセンター2F 088-872-4585
公益社団法人福岡県診療放射線技師会 中村　泰彦 812-0054 福岡市東区馬出4-10-1　ナースプラザ福岡内 092-631-1184
一般社団法人佐賀県放射線技師会 柿本　信二 840-8571 佐賀市嘉瀬町中原400　

地方独立行政法人　佐賀県医療センター好生館　放射線部門内
0952-28-1198

一般社団法人長崎県診療放射線技師会 福田　徹 852-8501 長崎市坂本1-7-1　長崎大学病院　医療技術部　放射線部門 095-819-7435
公益社団法人大分県放射線技師会 吉田　幸人 870-0023 大分市長浜町2-7-22　

株式会社マイダスコミュニケーション内
097-536-2677

一般社団法人熊本県放射線技師会 西小野　昭人 861-8528 熊本市東区長嶺南2-1-1　
日本赤十字社熊本健康管理センター　放射線課内

096-386-1388

一般社団法人宮崎県放射線技師会 竹下　晋司 880-0902 宮崎市大淀3-5-18　南宮崎駅前ビル2F 0985-51-5860（留守番電話対応）
公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会 太田原　美郎 892-0861 鹿児島市東坂元4-28-11 099-248-0028
一般社団法人沖縄県放射線技師会 長野　篤 901-2104 浦添市当山2-5-11-103 098-942-1375

※ の部分につきましては、昨年度より変更となっています。 （2020.7.5現在）
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information

1．新型コロナウイルス感染症について（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

2．新型コロナウイルス感染症対策（内閣官房）
https://corona.go.jp/

3．新型コロナウイルス感染症対策分科会資料（2020/7/6）（内閣官房）
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/corona1.pdf

4．新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知っておこう～（首相官邸）
http://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html

5．新型コロナウイルス感染症対策本部（首相官邸）
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/taisaku_honbu.html

6．新型コロナウイルスに関するQ&A（医療機関・検査機関の方向け）（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00004.html

7．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）関連情報について（国立感染症研究所）
https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov/9324-2019-ncov.html

8．新型コロナウイルス感染症に関連して －不当な差別や偏見をなくしましょう－（法務省）
http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken02_00022.html

9．WHO　Webサイト
https://www.who.int/emergencies/diseases/novel-coronavirus-2019

10．COVID-19 Dashboard by the Center for Systems Science and Engineering（CSSE） at Johns Hopkins University
https://gisanddata.maps.arcgis.com/apps/opsdashboard/index.html#/bda7594740fd40299423467b48e9ecf6

11．「COVID-19に対する検査・治療の実用的な診療放射線技師の対応」
Practical guidelines for radiographers/radiological technologists during the pandemic COVID-19（ISRRT）
https://www.elearning.isrrt.org/course/view.php?id=13

12．COVID-19関連サイト集（日本医学会連合）
https://www.jmsf.or.jp/info_covid19_newslist.html

13．COVID-19　関連資料　関連論文（日本救急撮影技師認定機構）
http://www.jert.jp/news/covid19/index.html

14．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応について（日本環境感染学会）
http://www.kankyokansen.org/modules/news/index.php?content_id=328

15．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応について（日本感染症学会）
http://www.kansensho.or.jp/modules/topics/index.php?content_id=31

16．新型コロナウイルス感染症（日本医師会）
https://www.med.or.jp/doctor/kansen/novel_corona/009082.html

17．新型コロナウイルス感染症（COVID-19）関連する情報（日本医学放射線学会）
http://www.radiology.jp/member_info/info_covid_19_jp_list.html

18．新型コロナウイルス（COVID-19）関連情報一覧（日本放射線技術学会）
https://www.jsrt.or.jp/data/news/41123/

19．放射線治療に関するCOVID-19特設サイト（日本放射線腫瘍学会）
https://jastro-covid19.net/

　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について、有益な情報となるサイトなどを以下にまとめ、掲載しております。
ご参考にしていただき、各ご施設の感染対策に努めていただければ幸いです。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）関連リンク
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合同公開市民講座

入場無料
予約不要

主催　公益社団法人　日本診療放射線技師会
　　　 公益社団法人　日本放射線技術学会
           一般社団法人　熊本県放射線技師会
後援　熊本県・熊本市

お問い合わせ　一般社団法人　熊本県放射線技師会
　　　　　　    　      TEL : 096-386-1388      
                            FAX : 096-386-1388

8２２
熊本県民交流館パレア
パレアホール

月 日 ( 土 )

13:00～16:15

〒860－0808
熊本県熊本市中央区手取本町 8－9

乳がんを正しく知ることで不安も解消!
～乳がんの専門医と診療放射線技師、乳がん看護認定看護師がお答えします～

定員100名

第 14 回日本診療放射線技師会・日本放射線技術学会

のことのこと乳がん乳がん
正しく知ろう‼正しく知ろう‼

開催挨拶　
公益社団法人　日本診療放射線技師会　会長　上田克彦
公益社団法人　日本放射線技術学会　代表理事　白石順二

講演 (13:10～14:40）
「乳がんの画像診断における診療放射線技師の役割」

熊本大学病院　医療技術部　清水紀恵 氏

「乳がんの放射線治療」
社会医療法人博愛会　相良病院　大迫俊一 氏

「知ってほしい。乳がん患者さん・家族のために
　　　　　　　　　　　　　　看護師ができること」
熊本赤十字病院　乳がん看護認定看護師　山下真由 先生

特別講演（14:50～15:50）
「乳がんの診断・治療について」

くまもと森都総合病院　乳腺センター部長　奥村恭博 先生

質問コーナー (15:50～16:10）
閉会挨拶　
一般社団法人　熊本県放射線技師会　会長　西小野昭人

定 員３００名の会場ですがコロナ対策により

　　先着１００名とさせていただきます

新型コロナウイルス感染拡大防止のために
中止とさせていただく場合もございます。
中止の場合は熊本県放射線技師会のホームページ
よりご案内させていただきます。
http://www.kumamoto-rt.or.jp/(熊本県放射線技師会で検索)

マスクを着用して
ご参加ください
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

会員情報システム（JARTIS）更新に伴う、
会費・受講料等の支払い方法の変更について

information

　本会では、会員の皆さまの会費・受講料等の支払いの利便性向上を図るとともに、ペーパーレス化に向けた取り組みを推
進しております。
　このたびの JARTIS更新に伴い、以下の通り支払い方法の変更を計画しております。
　まず、8月初旬の新JARTIS稼働に合わせて従来の方法に加え、これまでご要望の多かった「クレジットカード払い」がで
きるよう変更し、その後、2024（令和6）年度をめどに完全ペーパーレス化を進めてまいります。
　皆さまにおかれましては、ご承知おきいただくとともに、移行に当たりご協力を賜りますようお願い申し上げます。

公益社団法人日本診療放射線技師会　財務委員会・事務局
会費・受講料等の支払い方法について

2019
（令和1）
実績

2020
（令和2）
7/9まで

2020
（令和2）

8/10

2021
（令和3）

2022
（令和4）

2023
（令和5）

2024
（令和6）

2025
（令和7）

2026
（令和8）

コンビニ払込票 25,493 ● ● ● ● ● ●
コンビニペーパーレス 2,600 ● ● ● ● ● ● ● ●
郵便局 8,596 ● ● ● ●
銀行払込票 1,107 ● ● ● ●
銀行ペーパーレス - ▲ ▲ ▲ ▲ ● ● ● ●
クレジットカード - ● ● ● ● ● ● ●
（1）新情報システムリリース（2020（令和2）年8月10日）より、クレジットカード払いに対応致します。
（2）2022（令和4）年度をもって、郵便局および銀行払込票を中止致します。
（3）2023（令和5）年度より、銀行ペーパーレスを本格的に実施致します。
（4）2025（令和7）年度より、完全ペーパーレス化致します。
（5）会員の支払い方法の割合により、計画は前後することがあります。
（6）今後、社会において新しい支払いサービスが登場したら、随時検討致します。

information　「業務拡大に伴う統一講習会」および「診療放射線技師基礎技術講習」の開催日程につきましては、ホームページで
随時更新しておりますので、そちらをご参照ください。

ホームページ閲覧のお願い

■ 「業務拡大に伴う統一講習会」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/schedule.html

■ 「診療放射線技師基礎技術講習」開催日程： www.jart.jp/activity/lifelong_study/ib0rgt000000603l.html 

第5回：東　京　　9月21日（月・祝）～22日（火・祝）
※ 感染防止策を講じた上で8月から再開致します。
　（定員になり次第締め切らせていただきます。）

会員情報システム（JARTIS）更新のため、2020年7月20日（月）午後から8月10日（月・祝）までアクセスできなくなります。
会員の皆さまにおかれましては大変ご不便をお掛け致しますが、何とぞご理解のほどよろしくお願い致します。
上記期間において、急ぎの対応は事務局会員係までご連絡ください。

■ 本件に関するお問い合わせ：公益社団法人日本診療放射線技師会 事務局会員係　TEL：03-5405-3612

事務局よりJARTIS更新に伴う休止期間のお知らせ
information

information
8月・9月の講習会などスケジュールのご案内
■ 日本診療放射線技師会・日本放射線技術学会 合同公開市民講座： 熊　本　　8月22日（土）
■ 画像等手術支援認定講習会： 広　島　　9月　6日（日）
■ 医療放射線安全管理責任者講習会： 東京①　　9月21日（月・祝） 東京②　　9月22日（火・祝）
 愛　知　　9月27日（日）
■ 超音波実技講習会 「腹部領域」： 東　京　　9月27日（日）


